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本レポートはCDP Europeによる原題「No wood for the trees」のリサーチをCDP Japanが仮訳したものです。 
日本語版と英語版で相違が生じている場合には、英語版の内容が優先します。 
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フルレポートへのアクセス（有料） 
分析の詳細（約60ページ）が記載されているフルバージョンのセクターレポートへのアクセス、 
およびリサーチチームのアナリストとの面談は、CDPの署名投資家に対し有料にて承っております。詳
細については、investor@cdp.netあるいはcapitalmarkets.japan@cdp.netにお問い合わせください。 
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CDP’s sector research for investors provides the most comprehensive climate and water-related data 

and analysis on the market. The Extel IRRI survey ranked CDP the number one climate change research 

house for three years in a row. 

 
CDP’s sector research series takes an in-depth look at high impact industries one-by-one. Reports are 

now available on the automotive industry, electric utilities, diversified chemicals, diversified mining, 

cement, steel, oil & gas, capital goods, consumer goods and shipping. 

 
Full sector reports are exclusively available to CDP investor signatories and members through 

the online investor dashboard and include detailed analysis, company insights and methodology. 

Members have enhanced access to analysts within the Investor Research team and the full GHG 

emissions dataset. To become a CDP signatory or member and gain access to the full reports and 

other tools, including CDP company disclosure data, please contact investor@cdp.net. 

 
For more information see: 
https://www.cdp.net/en/investor/sector-research 
https://www.cdp.net/en/dashboards/investor 
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森林減少に関する指標と収益の関連：消費財企業 
CGF(Consumer Goods Forum)によって定められた森林
減少ネットゼロ(Zero net deforestation)の期限である
2020年が迫る中、CDP初の森林減少に関するインベスタ
ーリサーチレポートに着手するのは時宜にかなった試み
であろう。本レポートでは、消費財セクターの企業22社
をカバーしており、食品製造、家庭用品、ファーストフ
ード企業を含む。これらの企業のサプライチェーンにお
いて、当該産業の企業が直面する、森林減少が原因の相
対的なリスクや機会を評価するものである。 

このレポートでは、該当セクターにおいて最大規模を持
つ企業の中から、事業の大きさと森林コモディティの種
類に基づき選択されている。対象企業は、MSCI ACWIに
おけるグローバル企業の3.1%（時価総額ベース）を占め
ている。また、これらの企業は欧州、米国、日本におけ
る上場企業であり、全てが世界レベルでオペレーション
を行っており、ほとんどが新興国市場においても存在感
を増している企業でもある。 

消費財セクターは、持続可能な消費や製造に関する政府
間の法令に直接的に影響を受けている。これらのイニシ
アティブは、より持続可能な食物や原料の調達動向に影
響を与えてきただけではなく、長い間主たるビジネスに
不可欠であった伝統的なサプライチェーンを脅かすもの
でもあった。特に、消費者と直接関わっている企業は、
FRC(Forest Risk Commodities、森林リスク関連コモデ
ィティ)の影響下にある。パーム油、大豆、畜牛は製造に
おいて主要な役割を果たしており、紙・パルプは、これ
らの商品のパッケージングやマーケティングに必須であ
る。 

しかしながら、これらのコモディティは、サプライチェ
ーン上から完全に除外することは不可能であり、すべき
でもない。例えば、パーム油は世界において最も生産性
の高い植物性のオイルであり、大豆やヒマワリなどの他
の油料穀物よりも、6~10倍（ヘクタール当たり）のオイ
ルを生産する。消費者からの高まる圧力を受けてパーム
油の代替として他種類の油料穀物を使用することは、食
物体系のあらゆる部分において、より深刻な森林減少に
誤ってつながる恐れがある。そうではなく、トレーサビ
リティや認証制度、そして全てのサプライチェーン上の
プレイヤーと持続可能な農業のプラクティスを主流化す
るためにエンゲージメントすることにより、企業は自社
サプライチェーンにおける森林減少を回避する方法を探
し出す必要がある。 

 

 

 

本レポートの対象企業は消費者に身近な存在であり、
変化する消費者パターンやサプライチェーンにおける
圧力により、森林減少に関する目に見えるリスクに直
面しており、それは財務的及びオペレーショナルなも
のである。しかし、同業他社と比較して優位性を持つ
のは、持続可能な消費や製造におけるイノベーション
を深化させることで、これらのリスクを機会に変えら
れるビジネスである。我々は、すでに植物由来の食物
の大きな発展や、消費財の製造企業を生産地により近
づけるサプライチェーンモデルの変化を発見してい
る。 

本レポートでは、増加する人口やソフトコモディティ
の栽培地である地球そのものの制約がある中、CGFが
設定した森林減少ネットゼロに対して、いかに企業が
準備して取り組めるのかを、これらのセクターにとっ
てのリスクや機会を評価しながら検討する。このリー
グテーブルにある主な4つの評価領域は、G20の金融安
定理事会のTCFDと方向性に沿ったものである。 

移行リスク：FRCの木材、畜牛、パーム油、大豆とい
ったコモディティに関連した事業のレジリエンスや土
地の使用に加えて、これらに関する企業の情報公開や
エクスポージャーを評価する。 

物理的リスク：深刻で重大な物理的リスクを伴った出
来事を評価する。これらは原材料のサプライチェーン
におけるより深刻な森林減少を潜在的に進展させるも
のが対象である。 

移行機会：持続可能な消費や製造に関連した機会を特定
し、それに向けて行動する企業の見通しについて評価す
る。 

ガバナンスと戦略：取締役会レベルの専門性、リスクマ
ネジメントに関する取り決め、コミットメント、実行、
レポーティング、目標や運用等の強さを通じて、企業の
森林減少に関連したガバナンスと戦略の枠組みを評価す
る。また、CDP フォレスト質問書における2018年の
個々の企業スコアも利用する。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
主要なポイント 
 2020年を期限としたCGFの森林減少ネットゼロは
未達成になる見込みであり、それは企業の熱意と目
標との溝の拡大を示している。 

 どの企業も、パーム油や畜牛に関し、どこがオリジ
ナルのプランテーション/農場なのか、完全なるト
レーサビリティを持ってはいない。 

 現在の認証やトレーサビリティの仕組みは、効
果的に森林減少の問題に対処していない。世界
のパーム油製造量で認証されているのはたった
の20%である。 

 森林減少を止めるには、複数のステークホルダー
の関与が必要である。現在、これら22の企業の中
で8社のみが、ランドスケープ・アプローチ
(landscape approach)もしくは再生式の農業を採
用している。 

 これまで、森林減少に関する取り組みの焦点はパーム
油であった。45％の企業が、少なくとも20％の売上は
パーム油に依存していると回答した。 

 畜牛及び大豆に関する情報公開は遅れている。パ
ーム油よりも、畜牛は400倍(1)、大豆油は8.2倍(2)土
地集約度が高い。 

 FRCの隠れた使用。これは例えばサプライチェーン
における間接的な大豆の使用は森林減少につながる
ものであり、一部の消費財における動物由来の食品
の商品表示における透明性の欠如もある。 

 サプライチェーンは、気候変動という物理的なリ
スクにさらされている。例えば、世界におけるパ
ーム油製造の90%は、東南アジアの洪水リスクに
さらされている海抜の低い土地で生産されてい
る。 

 FRCを他の原材料で代用すると、より多くの土地
使用と、更なる森林減少につながる。菜種の栽培
はパーム油の5倍の土地を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 70％のフード関連企業は、植物由来の肉代替物に
投資している。しかし、この投資は、まだニッチな
ブランドやスタートアップ企業に限られている。 

 ダノンやネスレ、ユニリーバ、ロレアルといった
ヨーロッパ企業は、森林減少のリスクについて、
強いガバナンスをもってリードしている。ユニリ
ーバやロレアルは、サプライチェーンの中でかな
りのエクスポージャーをマネジメントしている。 

マクドナルドは、ヤム・ブランズ(Yum! Brands)
やRBI等の同業と比較してより良い実力を見せて
いる。同社は、積極的にサプライヤーと連携し、
強固なリスクマネジメントを持っている。 

 RBI、タイソンフーズ(Tyson Foods)、クラフト
ハインツ(Kraft Heinz)は最下位である。これらは
土地集約的な畜牛にエクスポージャーがあり、
FRCに関する情報開示において劣っている。 
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(1) J.Poore, T.Nenecek: Reducing food's environmental impacts through producers and consumers 
(2) Food and Agricultural Organisation of the United Nations 



 
 

 

Figure 1: リーグテーブルの概要 (i)

 
(i) Weighed ranks are calculated for each area. We display non-weighted ranks in this summary for simplicity only. 
(ii) Néstle, P&G and Mondelez are non-responders to CDP’s 2019 forests questionnaire. We encourage investors to raise this lack of transparency in discussions 

with company management. 
(iii) The Estée Lauder Companies Inc. will be referred to as Estée Lauder for the remainder of the report. 
(iv) Restaurant Brands International will be referred to as RBI for the remainder of the report. Source: CDP 

Figure 2: Deforestation risks vs opportunities 

 
       Bubble size represents performance in deforestation governance & strategy where a larger bubble size indicates better performance 

          Source: CDP 
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Important Notice: 
CDP is not an investment advisor, and makes no representation regarding the advisability of investing in any 
particular company or investment fund or other vehicle. A decision to invest in any such investment fund or other 
entity should not be made in reliance on any of the statements set forth in this publication. While CDP has 
obtained information believed to be reliable, it makes no representation or warranty (express or implied) as to the 
accuracy or completeness of the information and opinions contained in this report, and it shall not be liable for any 
claims or losses of any nature in connection with information contained in this document, including but not 
limited to, lost profits or punitive or consequential damages. 
This report or any portion of it may not be reprinted, repackaged, sold or redistributed without the written consent 
of CDP. 
‘CDP’ refers to CDP Worldwide, a registered charity number 1122330 and a company limited by guarantee, 
registered in England number 05013650. 
© 2019 CDP Worldwide. All rights reserved. 
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